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６．令和４年度刊行物

１１．．『『山山口口大大学学埋埋蔵蔵文文化化財財資資料料館館年年報報－－令令和和元元年年度度－－』』

令和元年度に実施した資料館活動報告と構内遺跡発掘調査概報を所収する年報を刊行した。活動

報告としては、展示・情報公開活動として企画展と山口県大学ＭＬ連携特別展のほか、２冊の当該年度

刊行物を報告した。社会教育活動としては、山口博物館との連携により実施した講座１件、宇部市東岐

波ふれあいセンターにて共同開催した展示と山口博物館で共同開催した展示を報告した。

発掘調査に関しては、本発掘調査１件（白石）、予備発掘調査１件（吉田）、立会調査11件（吉田８・白

石３）の成果を報告した。本発掘調査１件は、教育学部附属山口小学校改修（ＥＶ・渡り廊下）工事に伴う

もので、時期不明の埋没河川１条を確認した。予備発掘調査１件は学生会館新営工事に伴うもので、弥

生時代の河川１条を検出した。

付篇として、横山による「山口市大内御堀の採取遺物」「吉田遺跡古代埋没谷出土の木製品（Ⅰ）」と

吉田生物研究所による「平成18年度吉田遺跡出土木製品の樹種同定」を所収している。

２２．．『『山山口口大大学学構構内内遺遺跡跡調調査査研研究究年年報報ⅩⅩⅤⅤ』』

当年報は当館設立以降から平成14年度までの構内遺跡調査成果を報告するものである。令和４年度

は、平成７年度に実施した調査報告を所収する年報を刊行した。事前調査２件（吉田２）、試掘調査７件

（吉田５・小串１・常盤１）、立会調査９件（吉田８・白石１）の成果が掲載されている。

吉田構内における公共下水布設に伴う試掘・事前調査では、弥生時代から古墳時代の溝１条、弥生

時代前期の土坑21基のほか、縄文時代の河川１条、弥生時代から古墳時代の河川２条などを確認した。

農学部ＲＩ実験研究施設新営に伴う試掘・事前調査では、中世の井戸１基と近世以降の大溝１条を検出

している。

そのほか、田畑による「山口県熊毛郡上関町祝島 山惣津遺跡出土の須玖式系土器」と題する付篇を

所収している。

３３．．山山口口大大学学埋埋蔵蔵文文化化財財資資料料館館通通信信 第第3333号号『『ててららここやや埋埋文文』』

平成17（2005）年から発行している速報性を重視した広報誌であり、平成23年度以降は年度末に１冊

の刊行となっている。巻頭頁に当該年の発掘調査成果、２－３頁に展示活動報告、４－５頁に遺跡めぐり

サイクリングコース「秋吉台１周」の紹介記事、６頁に山口博物館との共催事業「古代ウォーク」実施報

告、７頁に「資料館この一品」として吉田遺跡出土の円面硯、８頁に令和４年度の全活動記録を掲載して

いる。
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